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概要
70万語超を収録した大規模医療用語辞書 JMED-

DICTの構築方法およびメンテナンスについて報告
する．JMED-DICTは，LLMをはじめとして計算機
によって利用されることを想定した，医療用語間の
対応関係を保持する辞書である．本稿では，本辞書
の仕様，データ構築の手法，メンテナンス方法を紹
介する．また，メンテナンスの効率化のために開発
した各種ツールおよび，本辞書を利用した応用例で
ある APIについても併せて述べる．

1 はじめに
自然言語処理の発展は，コーパスや辞書といった

リソースの発展と歩みを共にしてきた．これまで
にもさまざまなリソースが開発されてきたが，近
年，大規模言語モデル (Large Language Model; 以後
LLM)の発達により，求められるリソースも変化し
ている．具体的には，LLMの構築に必要な事前学習
用のコーパス（アノテーションなしのデータ）や，
LLM が検索 (Retrieval-Augmented Generation)に利用
するリソースへの需要が高まっている．
医療分野においても，多くの言語リソースが開発

されてきたが，今後は LLMが活用することを想定
したリソースの整備が重要な課題である．我々は，
単に用語の意味を知るための辞書ではなく，有害事
象報告，診断書作成，研究，市販後調査などの業務
に対応するために必須となる，用語間の関係やメタ
情報を保持した辞書が求められると考え，医療用語
辞書 JMED-DICTの開発を進め，その一部を公開し

た1）．JMED-DICTは，医療用語間の関係性を保持し
た辞書であり (図 1)，LLMをはじめとした計算機を
通じて利用されることを想定している．本稿では，
JMED-DICTの構築方法とメンテナンスの手法，応
用例について報告する．

図 1 JMED-DICT収載内容の概略図．病名データの一部
を抜粋．出現形に対して各種の関係が保持されている．
実際のデータではさらに多くの情報が表形式で収録さ
れる．

2 関連研究
医療分野において，システム間や施設間での情報
共有や情報交換を行うためには標準化された用語
を用いる必要がある．特に，診療に関わる用語と
コードシステムの標準化はもっとも基盤となるレ
イヤーであり，長年に渡り開発されてきた．国内に
おいて，医学概念の用語は学会と厚生労働省などに
より一定の標準化がなされており，すでに多くの電
子カルテシステムで採用されている．病名や症状
を収載した代表的なリソースとしては，1）MEDIS

1） https://sip3-d2.naist.jp/jmed-dict.html
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標準病名マスター [1]，2) 傷病名マスター [2]，3）
ICD-10 [3]，4) ICD-11 [4]，5) MedDRA/J [5]などがあ
る．標準病名マスターは臨床で使われる詳細な粒度
の病名を収載するもので，すべての標準病名が傷病
名マスターと ICD-10の病名に対応付けられている．
そのため，電子カルテに標準病名を登録すれば，死
因統計のための ICD-10や，診療報酬請求のための
傷病名が自動で紐づくことになる．MedDRA/Jは医
薬品による有害事象（副作用）をコード化するため
のものであり，医薬品の市販後調査の報告に利用さ
れている．医薬品に関しては，厚生労働省標準であ
る HOTコード [6]や YJコード [7]などがあり，YJ
コードの上位 4桁は，商品流通上の分類である薬効
分類 [8]に対応している．検査項目については，日
本臨床検査医学会によって制定された JLAC-10や
JLAC-11 [9]がある．
一方，米国においては，1) SNOMED-CT [10]や 2)

ICD-10-CM [11] などが用いられている．SNOMED-
CT には診療に関する広範囲の用語が収載さ
れ，ICD-10-CM には ICD-10 を臨床用に修正した，
より詳細な粒度の病名が収載される．研究の
ための用語集もあり，遺伝性疾患に焦点をあ
てた HPO (Human Phenotype Ontology) [12]，OMIM
(Online Mendelian Inheritance in Man) [13]，がんの診
療や研究に焦点をあてた NCI (National Cancer
Institute)Thesaurus [14]，また，これら用語集を横断
して紐付けるための UMLS (Unified Medical Language
System) [15]が広く利用されている．
本研究で開発する JMED-DICTは，UMLSのよう

に国内外の他のリソースとの紐付け情報を有するこ
とで，異なる用語集やコードシステム間の用語の違
いを克服し，医療用語の相互運用性を向上させるこ
とを目指すものである．UMLSと JMED-DICTの差
異は次の 4点にまとめられる．i)日本語に対応して
いること，ii)用語の属性情報を付与していること，
iii)維持・管理の半自動化を目指していること，iv)
汎用的な機能を APIとして提供しておりアプリケー
ションからの使用が容易であることである．

3 データ構築
3.1 仕様

JMED-DICT は 4 つのサブデータで構成される．
病名データは症状や病名を収録し，ICD-10 や標準
病名等と紐付ける．医薬品データは医薬品名を収録

し，医薬品成分である一般名や代表的な医薬品コー
ドである HOTコード等と紐付ける．部位データは
人体部位表現を収録し，SNOMED-CT-IPS等と紐付
ける．検査データは検査表現を収録し，臨床検査項
目の分類である JLAC-10等と紐付ける．
サブデータ内の各エントリは，2種類の情報を持

つ．エントリそのものに関する属性情報と，エント
リを別の体系に紐づけるためのリンク情報である．
属性情報の詳細は付録の表 3を，リンク情報の詳細
は表 4を参照されたい．加えて，それぞれの情報の
各項目に信頼度フラグ（表 1）を付与している．信
頼度フラグは，後述するメンテナンスの進行度を表
し，情報ごとに独立した値を持つ．

表 1 信頼度フラグの一覧
信頼度 概要

S 信頼度最高 既存リソースと照合済み．
A 信頼度高 3名以上がチェック済．
B 信頼度中 2名がチェック済．
C 信頼度低 1名がチェック済．
D 信頼度最低 自動推定された結果．

3.2 材料・構築方法
初期構築は，次の手順で実施した．まず，既存の
医療テキストとして，症例報告論文約 9 万件を対
象に固有表現抽出 (Named Entity Recognition)を利用
し，エントリ候補となる医療用語の抽出を行った．
次に，既存の医療用語リソースである万病辞書 [16]
および百薬辞書 [17]のエントリとのマージを実施し
た．このように得たエントリ候補に対して，プログ
ラムを利用した自動推定により各情報の初期値を付
与した．表 2に得られたエントリ数を示す．

表 2 各データのエントリ数
サブデータ エントリ数
病名データ 534,778
医薬品データ 113,256
部位データ 40,133
検査データ 45,624

3.3 メンテナンス
本研究は，大規模なデータを継続的にメンテナン
スし品質を向上させていくことを目指している．そ
のために，人手によるメンテナンスと各種情報の自
動推定を繰り返す．具体的には，全エントリを頻度
上位エントリと頻度下位エントリに分け，メンテナ

― 3510 ― This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0
 (https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



ンスを行う．各データのエントリには，抽出元の医
療テキスト内での出現頻度の情報が含まれる．この
頻度情報を利用し，上位 10,000件を頻度上位エント
リと呼ぶ．これらのエントリは，各情報のメンテナ
ンスを人手で行う．それ以外のエントリを頻度下位
エントリと呼ぶ．頻度下位エントリに対しては，頻
度上位エントリの人手メンテナンスの進捗に応じ
て，そのメンテナンス結果を教師信号とした自動推
定を実施して随時各情報の値を更新する．
以下，人手メンテナンスの手法およびメンテナン

スツールとして開発した KnitBoat，スマートフォン
ビューア，半自動メンテナンスについて述べる．

3.3.1 人手メンテナンス
人手メンテナンスは，自動推定によって各エント

リに付与されている初期値を人手で確認し，誤りが
あれば修正する作業である．メンテナンス作業に
は，看護師，薬剤師といった医療知識をもつ作業者
を含め 12名が従事し，年間 6000時間程度を要して
いる．本節では人手メンテナンスの概略を示す2）．
各サブデータのメンテナンスに共通で利用する仕

組みとして，信頼度フラグ (表 1)と例外タグを用い
る．人手メンテナンスを実施した項目は，信頼度フ
ラグを更新する．作業実施後に，作業実施前に入力
されていた信頼度を一段階上げた値を入力する．例
外タグは，出現形 flagに「[TYP]」（タイプミス），正
規形に「-1」（該当する正規形なし）と「[ERR]」（エ
ントリとして不適切）を設定し，例外的なエントリ
に付与することでスクリーニングに利用する3）．
基本情報とリンク情報のメンテナンスは，原則，

医療知識をもつ作業者の判断による．出現形，正規
形，TREEの各情報を確認し，誤りがあれば修正す
る．正規形および TREEはサブデータにより依拠す
るリソースが異なる．例えば，病名データの TREE
は ICD-10による分類に依拠しており，出現形およ
び正規形から ICD-10に対応する TREEを設定する．
リンク情報については，リンク先のリソースを参照
して確認する．出現形が，リンク先のリソースのど
の項目に対応するかを判定し，自動推定による値に

2） 詳細なメンテナンスの基準および事例は https://

sip3-d2.naist.jp/data.html上の公開資料を参照．
3） 例えば，出現形「甲状腺機能高進」の場合，正しい表記は
「甲状腺機能亢進」であるから，出現形 flagに「[TYP]」を付
与する．また，出現形「合併症」は病名や症状に関する語で
はあるが，特定の病名や症状ではないため正規形を「-1」と
する．出現形「交通事故」は病名や症状とはいえず，抽出時
の誤りとみなして正規形を「[ERR]」とする．

誤りがあれば正しいリンク情報を付与する．

3.3.2 メンテナンスツール

KnitBoat
大規模な辞書データを効率的にメンテナンスす
るため，独自の編集プラットフォーム KnitBoatを設
計・開発した．

KnitBoat は 4 カラムのインターフェースを持つ
WEBアプリケーションである．左から，医学概念，
正規形，出現形，さらに出現形の詳細情報の 4カラ
ムである．作業者は，医学概念から順に選択してい
くことで目的の出現形を絞り込むことができる．出
現形を選択すると，その出現形のメタデータが表示
され，メタデータの各項目を編集できる．エントリ
の詳細情報にはコメントを残すことができ，主にレ
ビュワーによるメタデータ品質への指摘と，作業者
による対応についてコミュニケーションができる．
さらに，KnitBoatは，管理者権限を持つアカウン
トを使用して，どのエントリのどの作業を担当する
か，ユーザごとに割り当てることが可能である．病
名だけで 50万語を超える規模の本辞書では，従来
のスプレッドシートを用いた素朴な進捗管理では追
いつかないため，KnitBoatでシステム化することに
より効率化を実現した．

図 2 辞書編集グループウェア KnitBoatの作業画面．左
から医学概念，正規形，出現形を階層的に表示するカラ
ム表示を採用し，最右エリアには出現形のメタデータ編
集テーブルとユーザ間コミュニケーション用のコメント
欄を有する．

スマートフォンビューア
膨大なエントリを手軽に閲覧・確認するため，ス
マートフォンビューアを設計・開発した．スマート
フォンビューアは，JMED-DICTに収録されたデー
タをスマートフォン環境で閲覧するためのWEBア
プリケーションである．スマートフォン上でエント
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リの検索やメタデータの確認が可能であり，エン
トリにコメントを残すことができる．コメントは
KnitBoatと連携しており，KnitBoat上でコメントを
確認し，データを修正できる．

図 3 スマートフォンビューアの画面．左：個別のエント
リを表示する画面．右：エントリに対してコメントを付
与する画面．

スマートフォンビューアでは，医学概念による分
類の選択，またはフリーワードの検索を利用して任
意のエントリを選択し，メタデータを確認できる．
なお，スマートフォンビューア上ではコメントの付
与のみが可能であり，メタデータの編集はできな
い．これは，スマートフォンがデータの編集よりも
閲覧に有利なデバイスであるため，スマートフォン
ビューアはデータのスクリーニングに利用し，本格
的なデータの編集は KnitBoatで行うという使い分け
を想定しているためである．

3.3.3 半自動メンテナンス
人手のみに頼らず，メンテナンスを半自動化する

ことで，膨大なデータの省コストな維持・管理を目
指している．LLMが辞書のエントリに付されたメ
タデータに対して修正案を推定し，人間がその修正
案を確認・訂正するというプロセスの半自動メンテ
ナンス手法 [18]を用いる．
半自動メンテナンスでは，1)データ分割，2) LLM

による修正データの推定，3) 推定結果を人手で訂
正，4)修正プロセスの要約，の 4段階を 1サイクル
として，このサイクルを繰り返すことでエントリの
メンテナンスを効率化する．
まず，信頼度フラグ (表 1)に基づき辞書データを

高信頼データと低信頼データに分割し，後者を修正
案推定の対象とする4）．次に，LLM (GPT4o-mini[19])

4） 信頼度フラグが C以上であれば高信頼データ，Dであれば

を用いてテストデータの辞書項目に対して修正案を
推定する．さらに，推定された修正案を人間の作業
者が確認し，必要ならば訂正する．最後に再び LLM
を利用しここまでのプロセスの分析・要約を行い，
次のサイクルに向けた改善案を得る．このサイクル
を繰り返すことにより，半自動的に継続してデータ
の改善を進める．

4 応用：API
豊富なメタデータを電子カルテシステムや医療言
語処理アプリケーションから利用しやすくするため
に，Application Programming Interface (API)を提供す
るWebアプリケーション (Web API)を開発した．現
在，以下の機能が実装されている．

• /entry単語を入力とし，該当する辞書エントリ
（メタデータ含む，以下同様）を返す
• /entitiesテキストを入力とし，テキスト中に
含まれる辞書エントリを返す

• /normsテキストを入力とし，テキスト中に含ま
れる辞書エントリがあれば，その正規形だけの
列を返す

• /codesテキストを入力とし，テキスト中に含ま
れる辞書エントリがあれば，その医学概念コー
ドだけの列を返す

医療分野においては，医療情報の次世代の標準規
格である HL-7 FHIRの普及が加速している．このな
かで，FHIRターミノロジーサービスは，異なるシ
ステム間での医療用語の相互運用性を確保するうえ
で重要な役割を担っている．このようなターミノロ
ジーサービスを実装するうえで，本辞書の高品質か
つ大規模なメタデータと APIが活用できると考えて
おり，開発を進めている．

5 おわりに
大規模医療用語辞書 JMED-DICTの構築およびメ
ンテナンス方法，応用例について報告した．引き続
き，自動推定によって付与された値の確認を進めつ
つ，半自動メンテナンスによって全体の品質を向上
させる予定である．加えて，JMED-DICT を利用し
た応用として診断支援，医療文書作成補助，患者対
応チャットボットの開発を進める．本研究の取り組
みが，LLM時代における大規模言語リソース構築
の試みとして有益な知見となることを祈念する．

低信頼データとなる．
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A 付録
表 3 基本的な属性情報

ラベル 概要 タイプ
基本情報 ID 出現形に対応する一意に割り当てられた ID 文字列

出現形よみ 出現形のよみ 文字列
正規形 出現形を正規化した表記.最大 3つまでを半角セミコロン (;)で接続し列挙する． 文字列
TREE 最大４桁の記号による分類．ビューア使用時のツリー構造の表示に用いる． 文字列

翻訳情報 出現形 EN 出現形の英語訳 文字列
出現形 ZH 出現形の中国語訳 文字列

関係情報 REL:IS-A 上位下位関係 文字列
REL:PART-OF 部分全体関係 文字列
REL:CAUSAL 因果関係 文字列

その他 用語難易度 用語の難易度 * 整数
YEAR エントリの収集年度 整数
FREQ:GLOBAL 大規模医療テキストに基づく頻度 整数
FREQ:LOCAL 診療記録に基づく頻度 整数
SOURCE エントリの抽出元の医療テキスト名 文字列

* 用語難易度の初期値付与にあたっては [20]の手法を利用した．
正規形5）はサブデータごとに参考にした資料が異なる．各サブデータの参考資料は以下の通りである．

• 正規形の参考資料
–病名データ：標準病名マスター病名 [1]
–医薬品データ：一般名 [21]
–部位データ：ICD-11のエクステンションコードによる分類等をベースとした表現
–検査データ：医師国家試験出題基準の「主な検査項目の表記」[22]をベースにした表現

病名，医薬品，検査データはそれぞれ固有の属性情報をもつ．
• 病名データ固有の属性情報（boolean）

–症状フラグ：出現形が症状を表すかどうかのフラグ.例えば「寒気」は症状を表すため 1とする.
–診断名フラグ：出現形が病名（鑑別されるような診断名）がどうかのフラグ.例えば「高血圧症」などの場合は 1とする．
–否定フラグ：出現形が，ある病名を否定する表現かどうかのフラグ．例えば「非糖尿病」は 1とする．

• 医薬品データ固有の属性情報（文字列）
– TYPE:メーカー名：医薬品の製造メーカー名

• 検査データ固有の属性情報（文字列）
– TYPE:材料：検査材料の名称．臨床検査マスター [23]の材料名称から引用.
– TYPE:測定法：検査の測定法．臨床検査マスターの測定法名称から引用．
– TYPE:単位：検査結果値の単位．臨床検査マスターの参考単位から引用．

表 4 リンク先リソースの一覧
リソース名 概要 リンクを収録するサブデータ
TO:日本医学会医学用語辞典 日本医学会が出版している日英辞書 [24]． 病名，医薬品，部位，検査
各種厚労省標準マスター関連用語集 標準病名マスター [1]，臨床検査マスター [23] 病名，検査
TO:J-CaseMap 自治医科大・東京大学が開発している診断困難例ケースサーチ [25]． 病名
TO:Lilak 医学知識連結 DB．東京大学が開発したオントロジー [26]． 病名，部位
TO:薬効分類 医薬品の効能に関する分類 [8]． 医薬品
TO:JAPICID 医薬商品に関する分類コード． 医薬品
TO:KEGGエントリ 京都大学が管理する医薬品 DBの ID[27]． 医薬品
TO:PubChem アメリカ NCBIが管理する化学物質データベースの ID[28]． 医薬品
TO:ATC WHOによる薬品の分類コード [29]． 医薬品
TO:HOTコード 各種の医薬品コードを横断的に対応付けしたコード．本辞書では HOT-9に対応 [6]． 医薬品
TO:JLAC10 日本臨床検査医学会が制定した臨床検査項目の分類（第 10回改訂版）[9]． 検査
TO:JLAC11 日本臨床検査医学会が制定した臨床検査項目の分類（第 11回改訂版）[9]． 検査
TO:ICD-10 WHOが制定した国際的な病名分類（第 10回改訂版）[3]． 病名
TO:ICD-11 WHOが制定した国際的な病名分類（第 11回改訂版）[4]． 病名
TO:HPO Human Phenotype Ontology (HPO)人間の疾患表現型の体系． 病名
TO:SNOMED-CT-IPS SNOMED-CTの縮小版．SNOMED-CT/International Patient Summary Terminology[30]. 病名
TO:MedDRA/J 医薬品規制調和国際会議（ICH）が制定した医薬用語集の日本語版 [5]． 病名
TO:UMLS アメリカ NLMが公表している，医療概念のメタシソーラス [15]．CUIを収載． 病名，医薬品，部位，検査
TO:一般名処方マスタ 厚生労働省が策定している医薬品の一般名処方の標準的な記載 [21]． 医薬品

5） 本研究における正規形は，正しい正規形や標準的な表現を提案するものではないことに注意されたい．あくまでビューア上での表
示や，概念の理解の補助を目的に正規形を設けている．
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